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○議事日程

平成２２年第３回定例会議事日程（３日目）

平成２２年９月１７日　午前１０時００分　開議

日程第　１　諸般の報告
日程第　２　認定第　１号　平成２１年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定について
日程第　３　認定第　２号　平成２１年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
日程第　４　認定第　３号　平成２１年度上毛町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について
日程第　５　認定第　４号　平成２１年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
日程第　６　認定第　５号　平成２１年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計歳入歳出決算認定について
日程第　７　認定第　６号　平成２１年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について
日程第　８　認定第　７号　平成２１年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
日程第　９　認定第　８号　平成２１年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について

日程第１０　認定第　９号　平成２０年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について

日程第１１　議案第４４号　過疎地域自立促進計画の策定について

日程第１２　議案第４５号　上毛町国民健康保険直営診療所条例等を廃止する条例について

日程第１３　議案第４６号　財産の無償譲渡について
日程第１４　議案第４７号　財産の無償貸付について

日程第１５　議案第４９号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第２号所管分）

日程第１６　議案第５０号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

日程第１７　請願第　１号　上毛町立国民健康保険直営診療所・特別養護老人ホーム「たいへい苑」・デイサービスセンター「さざんか荘」３施設の一括民間譲渡見直しを求める請願書について
○　会　議　の　経　過　（３日目）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分

○議長（村上正弘君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。

　一礼して御着席ください。礼。

　ただいまの出席議員は全員です。
　これから本日の会議を開きます。

　本日の議事日程はお手元に運営資料として配付しておりますので、御確認を願います。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１、諸般の報告を行います。

　本日の会議では、９月７日の本会議で各常任委員会に審査を付託した議案について、各常任委員長に審査状況の報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。

　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告をいただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了解を願います。

　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長あてに提出されておりますので、運営資料中に写しをお配りしております。

　各委員長報告終了後の討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了解ください。

　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付した各氏の出席を認め、会議に出席をいただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）これより、各常任委員長から、委員会に付託された案件の審査状況の報告を受けます。なお、さきに申し上げましたが、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程は変更になります。

　討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了解ください。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第２、認定第１号　平成２１年度上毛町一般会計歳入歳出決算所管分の認定について、日程第３、認定第２号　平成２１年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、日程第４、認定第３号　平成２１年度上毛町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について、日程第５、認定第４号　平成２１年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、日程第６、認定第５号　平成２１年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計歳入歳出決算認定について、日程第９、認定第８号　平成２１年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１０、認定第９号　平成２１年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１２、議案第４５号　上毛町国民健康保険直営診療所条例等を廃止する条例について、日程第１３、議案第４６号　財産の無償譲渡について、日程第１４、議案第４７号　財産の無償貸付について、日程第１５、議案第４９号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第２号）所管分、日程第１６、議案第５０号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、日程第１７、請願第１号　上毛町立国民健康保険直営診療所・特別養護老人ホーム「たいへい苑」・デイサービスセンター「さざんか荘」３施設の一括民間譲渡見直しを求める請願書について、以上１３件を議題とします。

　文教厚生委員長の報告を求めます。

　増矢委員長。

○文教厚生委員長（増矢年克君）おはようございます。文教厚生常任委員会から報告いたします。

　当委員会は、９月１３日午前９時開会、午後４時閉会、議会中小会議室において、町長以下執行部の出席をもって開会いたしました。

　当委員会に付託されました案件は、町長提出の決算認定７件、条例１件、予算案２件、その他２件の合計１２件と議員から提出された請願１件の合計１３件です。

　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、会議規則第７７条の規定により報告いたします。

　１、認定第１号　平成２１年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定について。
　初めに総務課長に総括説明を求め、質疑を行いました。

　質疑、実質支出比率は幾らか、標準財政規模は幾らになるかの質疑に対しまして、答弁、実質比率は７.４％、基準財政規模は３５億２,９９０万２,０００円です。
　質疑、２００９年度の地方交付税は一般分とは別に地域促進雇用費などに充てるようになっているが、何に使ったのか。答弁、一般財源として使っている。
　続いて、各担当課長の説明を求めて質疑を行いました。

　質疑、住宅管理費など滞納があるが、１００万円以上の滞納者は何人ですか。答弁、３名です。
　質疑、環境審議会で討論されたことについて、町長に報告しているのか。答弁、審議会での事項は町長に報告しています。
　質疑、学校給食について、献立は栄養士が作成し業者がつくっているので、完全請負ではないので偽装委託ではないですか。答弁、学校給食の委託業務は大半の作業を委託しており、指摘事項には当たりません。一般的な委託事業とは考え方が違います。
　質疑、全国学力テストと学力向上事業について、また新学習要綱との関係を詳細にどのように現場で取り組んでいますか。答弁、全国学力テストは学力水準を見るためのもので、この学力向上事業とは別事業です。また同様に新学習要綱も別の問題です。
　質疑、学力の資質向上に努めたとはどのようなことを実施したのか。答弁、指導主事制を導入したことです。
　質疑、先生の指導力を向上させるために、地域の協力は必要ではないですか。答弁、校長会で地域と協力体制をとるようにお願いしております。
　質疑、国際交流事業について、来年度は希望者は全員参加できるようにできないのですか。答弁、ここ数年は募集人員を超えていますが、希望者全員連れていっております。
　質疑、学校安心・安全について、異常気象なども考え、小学校運動会の時期など変更する検討をできないか。答弁、５月は他の事業もあります。１０月は文化活動などいろんな問題があるが、各校で検討していきます。
　質疑、通学合宿の自主体験を重視したとは何をしたのか。げんきの杜の太陽光パネルの設置後の状況はどうか。理科離れについてどう考えているか。答弁、理科教育は特別講師を招いたり、それに伴う教材を整備しています。通学合宿は県の委託事業です。６泊７日での実施、保護者から離れて自分たちで過ごして学校に通っています。げんきの杜の太陽光パネルは２１年度１万キロワット発電実績を上げております。
　質疑、理科教材は何を購入したのか、また通学合宿での実体験は何をしているのか。答弁、理科教材はＤＶＤや顕微鏡などを購入しています。通学合宿は放課後が中心ですので、主に調理実習や清掃などを行っております。
　討論、反対討論あり。
　採決、起立多数で認定。

　認定第２号　平成２１年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について。
　課長に対して、質疑、保険事業について、モデル事業の第三者評価についてどういったものですか。答弁、県の健康推進事業のシステム開発のための予備調査で、産業医科大学にお願いしています。
　質疑、国保医療費が平均３６万４,０００円と評価はできると思います。今後さらに保健師と医療機関とで検診率を高めるようにしていったらいいのではないですか。答弁、現在、民間医療機関と行政合同で取り組んでいることとしています。

　討論、反対討論あり。
　採決、起立多数で認定。
　認定第３号　平成２１年度上毛町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について。
　質疑なし。
　討論なし。
　採決、全会一致で認定。

　認定第４号　平成２１年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について。
　質疑なし。
　討論、反対討論あり。
　採決、起立多数で認定。

　認定第５号　平成２１年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計歳入歳出決算認定について。
　課長に対して、質疑、患者数は減っているが診療点数はふえているが。答弁、前医師の高度医療の関係です。質疑、ＣＴを使用できているのか。答弁、ＣＴは古いので使用していない。
　討論なし。

　採決、全会一致で認定。

　認定第８号　平成２１年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について。
　質疑なし。
　討論なし。
　採決、全会一致で認定。

　認定第９号　平成２１年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について。
　質疑、繰り入れがあるが、回収ができなかったのか。答弁、そのとおりです。
　質疑、償還期間について。答弁、繰り上げ償還もあるが、公債費は２３年度で終わります。

　討論、反対討論あり。

　採決、起立多数で認定。

　議案４５号、４６号、４７号は一括説明し、一括審議する。その後、採決はそれぞれ行う。

　議案第４５号　上毛町国民健康保険直営診療所条例等を廃止する条例について。
　議案第４６号　財産の無償譲渡について。

　議案第４７号　財産の無償貸付について。
　質疑、選定委員メンバーで拒んでいた人がいるのでは、自治会長会の会長はどのように決めているか。また、認識はしているのか。答弁、地元説明会の先導者です。会長は自治会長会の互選です。
　質疑、町長は住民に説明したというが、どのような方法でしたのか。答弁、本会議の回答のとおりです。
　質疑、無償譲渡について、財産評価は幾らか。答弁、土地は５,０００万円、建物は２億７,８００万円です。
　質疑、基金７億５,０００万円はどうするのか。答弁、金額は４億６,０００万と現金など１億９,０００万円があります。
　質疑、違反行為があったらどうするのか。償還等ができるのか。答弁、契約解除は県の監査も入るので心配は要りません。
　質疑、現在も往診はしているのか。地域医療を考えて在宅入院なども考えてほしい。今後も行政の監視がきくのですか。答弁、監視の目は協議会などで監視します。在宅入院は介護と連携することが大切なので、訪問看護、診療もしていただく予定なので、今まで以上です。
　質疑、町債の残高は幾らか。答弁、約８,０００万円です。
　質疑、医師の官舎は使用可能か。答弁、まだ十分使用可能で、現在は病後児保育で使用しています。
　議案４５号　上毛町国民健康保険直営診療所条例を廃止する条例について。
　討論、反対討論あり。
　採決、起立多数で可決。
　議案４６号　財産の無償譲渡について。
　討論、反対討論あり。

　採決、起立多数で可決。

　議案４７号　財産の無償貸付について。
　討論、反対討論あり。

　採決、起立多数で可決。

　議案４９号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第２号）所管分について
　総括説明を求めた。質疑、災害費は高率の補助金があるのでは。答弁、確定していませんので６５％と考えております。
　質疑、スマートインターに対する投資効果はあるのか。答弁、承知していません。

　続いて各担当課長に対して、質疑、金利が安いので過疎債１００％はだめなのか。答弁、２１年度事業は特例債で行っている。その継続ということで合併特例債でないと難しいのです。
　質疑、げんきの杜の修繕は５０万以上から町負担か。答弁、そうです。
　質疑、外構工事、浄化槽は当初からわかっていたのでは。答弁、昨年末までまだ外構工事をどこまでするかが不明だったので、今回計上しました。
　討論なし。
　採決、全会一致で認定。

　議案第５０号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）。
　質疑、出産一時金は合計何件か。答弁、１５件です。
　討論なし。

　採決、全会一致で認定。

　続いて、教育長より教育委員に関する権限の報告がありました。

　それに対して質疑はなし。

　請願第１号　上毛町立国民健康保険直営診療所・特別養護老人ホーム「たいへい苑」・デイサービスセンター「さざんか荘」３施設の一括民間譲渡見直しを求める請願書。

　質疑、請願者は診療所を利用していたか聞いたことがありますか。答弁、した人もいるでしょう、しない人もいるでしょう。
　質疑、医師確保の面からも譲渡でよかったのでは。答弁、医師の確保は町が考えなくてはならないこと。

　討論、反対討論あり。

　採決、起立少数で不採択。

　以上で文教厚生常任委員会の報告を終わります。
○議長（村上正弘君）文教厚生常任委員長の報告が終わりました。
　これから、文教厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）続きまして、日程第２、認定第１号　平成２１年度上毛町一般会計歳入歳出決算所管分の認定について、日程第７、認定第６号　平成２１年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第８、認定第７号　平成２１年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１５、議案第４９号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第２号）所管分、以上４件を議題とします。

　総務産業建設委員長の報告を求めます。

　大山委員長。

○総務産業建設委員長（大山　晃君）おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告いたします。

　当委員会は、９月１４日、議会中小会議室において、総務産業建設委員全員と町長以下執行部の出席をもって、午前８時５５分開会、午前１１時２７分閉会されました。
　当委員に付託されました案件は、町長提出の決算認定案の３件、予算案１件、計４件です。

　委員会に付託されました案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、委員会規則第７７条の規定により報告をいたします。

　まず最初に、認定第１号　平成２１年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定について、所管分についてを議題といたします。
　総括説明に対する質疑では、臨時対策交付金はどのように算定されているかとの質疑に対し、主な算定基礎は人口と面積ですとの答弁でした。
　交付税とかわらないのではないか、合併の影響があるのではとの質疑に対し、近隣町村の額はどれくらいかはわかりませんが、合併は多少影響がありますとの答弁でした。
　合併してからどれくらい違うかが知りたいのですがとの質疑に対し、交付税で言えば４億円増額になっているとの答弁でした。
　続きまして、緊急雇用で数名雇っているが、短期雇用者は今後どうなるのかとの質疑に対し、短期雇用であるので、現在の人は９月いっぱいで任期が切れます。１０月から新たに雇用されますとの答弁でした。
　現在の４名は今後どうなるのかとの質疑に対し、次の仕事を探してもらうことがこの事業の趣旨ですとの答弁でした。
　担当課長の説明に対して、歳入関係の説明で企業が不景気であったということは理解ができますが、森林環境税と納付者の数はとの質疑に対し、納付者は３,５７６名です。
　それに農地パトロールの成果はどうだったかとの質疑に対し、農地パトロールは農業委員に依頼している。必要に応じて事務局から文書を送付している。成果は出ているとの答弁でした。
　反対討論あり。
　採決の結果、起立多数で認定をいたしました。

　認定第６号　平成２１年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について。
　担当課長の説明に対して、土佐井地区の戸数に成果と差があるがとの質疑に対し、当時の計画戸数との差ですとの答弁でした。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で認定をいたしました。

　認定第７号　平成２１年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について。
　担当課長の説明に対して、質疑、討論はなし。

　採決の結果、全会一致で認定をいたしました。

　議案第４９号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第２号）所管分について。
　総括説明に対する質疑、町債の減額は、交付税を充てるのかとの質疑に対し、そうですとの答弁でした。

　担当課長の説明に対して、災害復旧時の測量設計は町でできないのかとの質疑に対し、ため池等は特殊で、今回は急を要するためです。簡易な測量設計はできますとの答弁でした。
　スマートインターについて、今後どうなるのかとの質疑に対し、まず勉強会を開催し、その後関係機関と調整をして早急に対応したいとの答弁でした。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決をいたしました。

　以上で総務産業建設委員会からの報告を終わります。
○議長（村上正弘君）総務産業建設常任委員長の報告が終わりました。

　これから、総務産業建設常任委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、質疑を終わります。
　これから委員会付託案件の討論、採決を行います。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第２、認定第１号　平成２１年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定について、討論を行います。
　討論はありませんか。
　茂呂議員。
○９番（茂呂孝志君）私は、認定第１号は反対の立場から討論いたします。

　行政改革を最優先の課題として、住民福祉が増加する行政需要には外注か民間委託、指定管理者制度などの活用で公共施設の役割を縮小させている。
　同和行政は法の失効にもかかわらず続けています。特別扱いは直ちにやめ、一般行政に移行すべきです。
　給食調理業務委託は、献立を委託業者に指揮、命令しており、労務の独立性をなしていない。また機械、材料なども昭和６１年４月１７日労働省告示第３７号が示す受託者負担となっていないので、適正な業務委託とは言えません。
　以上の理由を申し上げまして、この決算認定に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する各委員長の報告は原案認定であります。

　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、認定第１号　平成２１年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３、認定第２号　平成２１年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、討論を行います。
　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、認定第２号は反対の立場から討論をいたします。
　国保加入者のほとんどの方は保険料が高いと言っています。国は１９８４年に、それまで医療費ベースで４５％の補助があったのが医療給付費の５０％としたため、医療費ベースで３８％台となりました。国からの補助が減らされた国民健康保険の運営のあり方に問題がありますので、この決算認定に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、認定第２号　平成２１年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第４、認定第３号　平成２１年度上毛町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について、討論を行います。
　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、認定第３号　平成２１年度上毛町老人保健特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第５、認定第４号　平成２１年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、討論を行います。
　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、認定第４号は反対の立場から討論をいたします。

　後期高齢者医療制度は、７５歳以上の高齢者とそれ以外の高齢者を切り離して差別医療を押しつけるものであるから、この決算認定に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）賛成多数。よって、認定第４号　平成２１年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第６、認定第５号　平成２１年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計歳入歳出決算認定について、討論を行います。
　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、認定第５号　平成２１年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第７、認定第６号　平成２１年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、討論を行います。
　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、認定第６号　平成２１年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第８、認定第７号　平成２１年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、討論を行います。
　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、認定第７号　平成２１年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第９、認定第８号　平成２１年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について、討論を行います。
　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、認定第８号　平成２１年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１０、認定第９号　平成２１年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について、討論を行います。
　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）認定第９号は反対の立場から討論をいたします。

　借り主は借りた物を返すという意識が薄いので、この決算認定に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、認定第９号　平成２１年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１１、議案第４４号　過疎地域自立促進計画の策定について、討論を行います。
　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第４４号は反対の立場から討論をいたします。

　総合グラウンド周辺整備事業や大池公園多目的運動広場整備事業と一体となって町民総合体育館整備事業を行えば、行政改革大綱に沿って施設の民営化がさらに推し進められるおそれがあります。また、旧東上小学校跡地利用は地域住民と事前に十分な相談もしないまま企業誘致を推し進めようとしています。以上の理由を申し上げまして、この議案に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第４４号　過疎地域自立促進計画の策定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１２、議案第４５号　上毛町国民健康保険直営診療所条例等を廃止する条例について、討論を行います。
　討論はありませんか。

　安元議員。

○５番（安元慶彦君）私は、この条例廃止について反対の立場から討論をいたします。

　住民の命と健康を守り、またこれから高齢化がますます進むこの地域において、最も頼りになるのは地域医療と福祉であり、それを支えるのが公の力であります。
　このたび本町が進めております公的医療施設、福祉施設を廃止して民間に移譲する行為は、住民にはかり知れない失望を与えるものであり、また行政に対する信頼度も薄らいでいくのではないでしょうか。地域活性化に向けた諸施策の中で、地域医療はそこに住む者にとっては最も大切なことであり、公が最も力を注いでいかなければならないことであろうと思います。
　人間の命や健康が、もうけなければ切り捨てる市場原理のもとに処理されてよいものでしょうか。確かに肥大化していく財政をスリム化していくことに異論を挟むものではありません。しかし、何もかもということにはならないと思います。厳しい財政状況の中で、無駄を省き、不用のものは切り捨てても、これだけは何としても守っていかなければならないことがあるはずです。
　私は今まで何回か公が力を出して守るべきと訴えてきました。まさに生きた税金の使い方であろうと思っています。鶴田町政が目指すぬくもりのある上毛町、人に優しい上毛町に一縷の望みをつないできました。それは、今回の医療、福祉を守ることが最たるものではないでしょうか。
　いろいろと申し上げたいことがありますが、このときに及んで、何かむなしさを感じています。住民の皆さん方から出された請願も通り一遍のものとして処理されようとしています。法で守られた行為も重きにされず、失望だけが残っていくことでしょう。自治体も人も社会的存在である以上、守るべきものがある。そうした責任をしっかり果たした自治体や人だけが本当の価値を持ち、尊敬される存在であろうと思っています。
　以上、私の思いを述べて反対討論といたします。
○議長（村上正弘君）賛成討論はありませんか。

　坪根議員。

○１３番（坪根秀介君）議案第４５号について、賛成の立場から討論をいたします。

　議会初日にも少し触れさせていただきましたが、まずこの民営化は、よりよい形での医療と福祉の充実を図るためのものであり、長年の懸案事項であったかかりつけ医をどう確保し、診療所をどう守るかが基本であり、決して一部の住民に誤解されるようなつぶすための民営化ではないということ。

　次に、行政改革大綱にこの３施設に関しては民営化を図ると明記され、以降、何度も議会への説明を受け、議員各位には住民の意見を聞き、各自、勉強するのに十分な３年半もの期間があったわけで、その間、反対も代替案もないまま移譲先が決定する今ごろ、突然反対する理由がないということ。
　最後に、上毛町が誕生して間もなく５年、既に新しい時代を迎えています。上毛町の議員として、町全体を公正公平に考える立場にありながら、心ないビラによって旧大平地域とか旧新吉地域とかいった偏見から旧２村の確執を生んでおります。いいかげんな情報で住民を混乱させてはならないという思いと、未来を担う子供たちに遺恨を残してはならないというふうに考えます。これまでも、これからも真実は一つであり、偏見を持つようなことは一切ないわけでございます。
　上毛町民の将来を真剣に考えているならば、議会も行政も今こそ心を一つにすべきときと考えます。足を引っ張り合ってはうまくいくものもうまくいかないという思いを最後に述べさせていただき、診療所の民営化に伴うこの条例を廃止する条例について賛成討論といたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。
　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第４５号は反対の立場から討論をいたします。

　これまで行政が地方自治の事業目的に沿って、直接住民の命と健康を守るため医療サービスを行ってきましたが、町は医師の確保や診療所の赤字を理由に民間譲渡を推し進めようとしています。医師の確保の困難さは、３年先に民間譲渡を決めていれば医師の確保が困難なことは当然であります。また、診療所の赤字運営は他の２施設と総合的に見ると黒字運営であり、どうしても民間に譲渡しなければならないという理由がありません。よってこの議案に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第４５号　上毛町国民健康保険直営診療所条例等を廃止する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１３、議案第４６号　財産の無償譲渡について、討論を行います。
　討論はありませんか。

　茂呂議員。
○９番（茂呂孝志君）私は、議案第４６号は反対の立場から討論をいたします。

　反対の理由の第１は、議会の議決前に仮契約を結んでいないので、無償譲渡後に譲渡先がどのような内容のサービスをするのか把握のしようがない。第２は、譲渡後の運営について、違反行為や不履行があった場合、契約解除、損害賠償責任、施設の返還義務を負わせるというが、譲渡先が追い出した後、直ちに運営がどのように行われるのかとの質問に対し、違反行為はないものと確信していると全く無責任な答弁でありました。
　行政改革大綱に沿って、肥大化した行政システムの簡素化で効率的な運営を行うというが、肥大化した行政サービスの定義があいまいで、今後、道の駅の民間譲渡も言い始め、保育所の民間譲渡が計画されており、その後役場の窓口業務、税の徴収や、またいろいろな施設の民間譲渡ということで、自治体業務の民間運営が拡大されていく方向へ歯どめがきかなくなるおそれがあります。
　第４は、地方自治体の事業目的の一つである福祉の増進を民間に譲渡することで、よりよいサービスを目指すというのであれば、地方自治体のあり方が問われ、町長、議員の存在そのものが問われることになります。
　第５は、診療所はこれまで直接地方自治の目的に沿って住民の命と健康を守るため医療サービスを行ってきたが、民間に譲渡させなければならないという理由がありません。
　第６は、今、行政需要が最も多いのは医療、介護であり、町は一番行政需要の多いサービスをやめるべきではない。また、どのような行政サービスを重点に置こうとしているのかも全くはっきりしていない。町は直接住民の福祉充実に責任を持ち、取り組む必要があるのにこの責任を放棄している。
　第７は、施設の改廃は町長の権限に属し、住民の是非を問うほどの問題ではないというが、施設そのものは住民の福祉の内容そのもので、施設の改廃という事務処理で済むものではない。だから、施設の改廃は町長の判断だけで処理するのではなく、住民に無償譲渡の是非について直接説明を行う必要がありました。
　以上の理由を申し上げまして、この議案に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第４６号　財産の無償譲渡については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１４、議案第４７号　財産の無償貸付について、討論を行います。
　討論はありませんか。
　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第４７号は反対の立場から討論をいたします。

　３施設を民間に無償譲渡することは、今まで行政が行ってきた住民サービスを民間にゆだね、自治体本来がなすべき責務を放棄するものであり、それに伴って土地も一緒に処分するものでありますから、この議案に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第４７号　財産の無償貸付については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１５、議案第４９号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第２号）について、討論を行います。
　討論はありませんか。
　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第４９号は反対の立場から討論をいたします。

　大平楽は民間に移譲する計画があり、運営もスーパー化しつつあり、この地域の特色が弱まりつつある中で、スマートインターの設置は地域への費用対効果も弱まってくるものでありますからこの議案に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する各委員長の報告は、原案可決であります。

　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第４９号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１６、議案第５０号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について、討論を行います。
　討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第５０号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１７、請願第１号　上毛町立国民健康保険直営診療所・特別養護老人ホーム「たいへい苑」・デイサービスセンター「さざんか荘」３施設の一括民間譲渡見直しを求める請願書について申し上げます。
　本請願につきましては、既に相反する内容の議案第４５号、議案第４６号、議案第４７号の３議案が可決されておりますので、請願第１号　上毛町立国民健康保険直営診療所・特別養護老人ホーム「たいへい苑」・デイサービスセンター「さざんか荘」３施設の一括民間譲渡見直しを求める請願書については、不採択とみなします。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１８、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。
　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長より所掌事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りをします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１９、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。
　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査したい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
　これで、本日の日程はすべて終了しました。

　平成２２年第３回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時５７分

○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。
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